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　2014年6月2日に国際シンポジ
ウム「大型レーザーによる高エネル
ギー密度科学研究の新展開」（主催：
日本学術会議）が開催された。大型
レーザに関する研究を取り巻く環
境が変化しつつある。米ローレン
ス・リバモア国立研究所の超大型レ
ーザNIFが2014年2月に自己加熱
による燃焼を初めて達成した。一方
エネルギー供給の観点からは磁場
閉じ込め式核融合のITER計画が進行
しつつある。シンポジウムでは国内外
の大型レーザ研究者だけでなく、利用
者やエネルギー政策などさまざまな立
場の関係者が集まり、レーザ核融合の
今後の展開や、大型レーザを用いて可
能になる高エネルギー密度科学研究の
在り方が議論された。
　日本の大型レーザの研究拠点である
大阪大学 レーザーエネルギー学研究セ
ンターはレーザ核融合の研究を行って
きたが、その過程で新技術や産業界と
のつながりを生み出してきたと同セン
ター長の疇地宏氏はいう。さらにレー
ザ核融合によって太陽の中心と同じ状
態を作り出すことにより、かつてない
新しい科学を生み出すことになるとす
る。一方、レーザ核融合と磁場閉じ込
め核融合の違いは、プラズマ密度、プ
ラズマの存在する大きさ、反応時間に
おいて大きく違い、異なる核融合の実
現手法としてどちらも研究される必要
があると述べた。
　大阪大学大学院工学研究科、光科
学センター長の兒玉了祐氏は、日本の
高エネルギー密度科学分野の現状につ
いて報告した。ハイパワーレーザを固

体や気体に照射すると、一瞬のうちに
プラズマ化する。そのプラズマをどの
ようにしてコントロールするかがこの
分野の課題といえる。最近のレーザお
よびプラズマ制御技術の進歩により、
高エネルギー密度科学の世界が広がっ
てきた。研究対象として、一つは固体
でありながらエネルギー密度の高い状
態、もう一つは密度のまったくない真
空と光の相互作用があるという。
　同分野で開発されたプラズマを操る
技術の一つがプラズマミラーだ。固体
を極めて短い時間で、電離させると、
イオンが動くまでには時間が掛かるが
電子は自由に動く。つまり金属のよう
に電子が光を反射する。普通の金属と
はエネルギー密度が大きく違うため、
1000倍もの大きな強度の光を操ること
ができるという。これは超小型ミラー
や、通常は使えない場所でミラーを利
用するなど新しいデバイスとなる。ま
たプラズマを利用した加速器も研究さ
れている。この装置を使って、ダイヤ
モンドよりもさらに固いと予想される
炭素の同位体の構造を観察する計画が
進められているという。
　真空の研究も大型レーザやプラズマ

ミラーを使うことで可能になるとい
う。真空は物理学で重要な対象だ。
宇宙は何もないところから始まっ
たため、宇宙を理解するためには
真空を理解することが重要となる。
プラズマミラーによって10ケタほ
ど反応率を上げられるため、真空
からの散乱光を確実に捉えられる
だろうということだ。
　地球惑星科学分野において高出

力レーザを使用した事例を紹介したの
が、千葉工業大学惑星探査研究センタ
ー所長の松井孝典氏である。同氏によ
ると、大量絶滅などを研究する上で重
要になるのは天体衝突だが、かつて超
高速の衝突実験は難しかった。恐竜が
絶滅した6550万年前に飛んでいた天体
の速さはおよそ20〜30km/sだが、そ
れを再現しようとしても当時の市販レー
ザーによる加速では5km/sが限界だっ
た。そのため大阪大学のレーザを使用
することにしたという。天体衝突実験
として60km/sのスピードを出せるの
は松井氏らのグループだけだという。
　パネル討論では、核融合はエネルギ
ー評価の立場からは研究の進展の遅さ
や、実際に発電部も含めたシステム設
計をしなければエネルギー源として評
価しようがないといった指摘が出た。
一方、高エネルギー密度科学は物理学
としてはとても魅力的であること、関
連して開発される技術の産業への波及
効果、また例えば一番近い系外惑星に
行くとしてもエネルギー源は核融合し
か考えられないといった、将来につな
がる魅力などプラスの面も語られた。
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